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このたびは本機をお買い巧めいただき 
まことにありびとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取巧 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、保証書と巧に 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場合は、お 
買いホめの販売店にご相談ください。 
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(ガソリン使用禁止1 
使用燃料：打油 


KEROSENE ONLY 

A ま意 

変質した持ち越しな油 
^ 使用厳禁 

1 巧 類を燥厳禁 

(寝るとぎ消义） 
If 給な時おが 
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★換気必要 


♦換気せずに使用しつづけないでくだごい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 

また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

♦使用中はおず1時間に1〜2回 （ 1〜2分）換気して、新鮮な空気を補給してください。 

_窓び凍結していたり、地下室などで、換気び充分におこなえない場所では、使用しないでくださし、。 

★スプレー左 

スプレー宙やカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 

熱で生の圧力び上びり、爆発し、危険です。 



★カーテン、可燃物近接厳禁 

カーテンや燃えやすいもののそばなどでは使用しないでください。 

ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、火災の原因になります。_ 

' ★巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、火災の原因になります。 

★寝るとき消义 

寝るとさや外出ずるときは、必ず火び消えていることを確認してくだごい。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 

' ★給油時消义 

給油は、おず消火し、ストーブの温度び充分に下びってから、他に义の気のない状態でおこなってください。 
义災の原因になります。 



★油漏れ危険 

♦給油□□金は確実に締めてください。 

給油□□金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金びはずれて、义災の原因になります。 

参油タンクか b ミ由び漏れる状態では絶対に使用しないでください。火災の原因になります。_ 

★可燃性ガス使用扁暴 

ス I -ープを使用している部屋で、巧燃性ガスび発生するもの（ガソリン、ベンジン、シンナー）や、スプレ 
一を使用しないでくだごい。 

义災や故障の原因になりまず。__ 

★空だき厳禁 

なべ、やかんやフライノ くンなどは、空だをしないでください。 

空ださすると火がの原因になります。 


告 （ WARNING) 


A 


田安をのためにぶ、ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りいただくことを説明 
しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明してしほす。 


A 危険 (DANGER) 
A 警告 (WARNING) 
A ま意 (CAUTION) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負うち険、または 
火災のを険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。_ 

この表ちを無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または 
火災の可能性び想定される内容を示しています。__ 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損喜の 
発生び想定される内容をおしています。 


お守りいただく内容を、なの絵表示で区分しています。 


〇 © 


この絵表示は、「禁止」ごれ 
ている内容でず。 


A A 


この絵表示は、「ミ主意」してただ 
く内容です。 


この絵表示は、おずしていた 説明文中の r お願い」事項は、本機を誤りなく正しくお使い 

だく「指示」内容です。 いただくための内容び記載されています。 


A 危険 （ DANGER) 


★ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶础こ使用しないでください。 
少量の混入でち、火災の原因になります。 




ガソリン禁止 












A ミ主意 （CAUTION) 


み大なべ禁お 


•天板からはみ出すよラな大なべ、鉄板などをのせないでくだごい。 

内部に熱びこもったり炎び横にのびたりして異萬燃焼のおそれびあります。 
参不安定なやかん、なべなどは使用しないでください。 

転倒するおそれびあ0ます。 


みやかんやなべなどの使用注意 I 


やかんやなべなどをのせた場合は、細むのを意をしてください。 

振動や接触によって、やかんやなべなどの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 

欧:きこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お貿いボめの販売店に点検を依頼してください。 

ストーブの巧:障の原因になります。_ '占 一 - ' 马 

★変質打油禁 lE 

変質な油（持ち越したな油など）、不純口油（灯油けがの油' 水' ごみびミ居入したな油など）を使用しないでください。 
異常燃焼や故障（しんび下び b ない、点火できない、火び消えない）の原因になります。 

女燃焼中移動察 lE ] 厲 

火のついたまま持ち運ばないでくだごい。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると火災になるおそれびあります。 ..じ 

★移動•運搬するとさのま意 

•ストーブを移動する場合は、おず消火し、ストーブの温度び巧分下びってから、油タンクを取り出し、傾けないように 
静かに移動してくだごい。 

♦修理'引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースか日乾電池を取りはずして、ミ由タンクを取り出し,油 
受けざ6の打油を必ず抜いて<ださい。 

_運搬の途中に‘灯油びこぼれて、周囲を巧すおそれびあります。_ 

な常福用凛止 1 辦 

におい、すすの発生、炎の状態など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 

緊急の場合でをあわてずに、しんを下げて消火してくだごい。 

焼力ちス割れ使用禁止 

燃焼筒の外筒（ガラス）び欠けたり、割れて破損したままの状態では、絶対に使用しないでください。 

異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれびありまず。 

~ 女^常燃焼を iil 

燃焼中は時々炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上びりすざたり、燃规筒びずれていると、すすび出て異常徽焼を起こして危険です。 

★高温部接滴索止! ，.さか等… 

•燃焼中や消火直後は、高温部、天板（ストーブの上面）やガードに手などふれないよ5を意してください。 

やけどのおそれびあります。 

♦やかんやなべの取っ手は、加熱している場ろもあ D ますのでま意してください。_ ®. 

高電産を意 I 

点火装置は、点义時に高電圧び発牛しまず。点义プラグに不用意にさわらないでくだごい。 

感里のおそれびあります。 くと 

掃除、点検' ホ入れをするときは、必ず乾電池を取りはずしてか b おこなってください。 


M 〇 

指を 

くださぃ。 

_ _禁止_ 

ブなぃょぅに 

滞り出し，油 f 日ル 

(異骑 /CN 

一 } — k 使用禁止 

0 

_ 使用禁止 

確認 

j»,€) 

3 接触禁止 

A 

感電注意 


★ふ<射熱に長時間 あた5ない 

ストーブの間おでふく射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 
と < に、幼いお子様やお年寄り、体の不自由なちや病品の方などの暖房には充分にミ主意してくだごい。 

★ほこりの除去 

反身が反、區台、製品内部のほこ0をとさどさ除去してください。 

前板の下から燃焼用空気を吸みみまずので、紙、ビニールなどを入れないよラにを意してください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や义がの原[巧になります。 


研 


★を全装置の作動確認 


♦使用開始時と、使,电中は1箇月に1回しツ上、対霞自動消义装置を作動させておミに消义ずることを確かめてください。 

確実に消火しないときは使用しないで、ずぐに修理してください。 

♦使用開始時と、使用中は1齒 W に1巧しソ上、給油時ミ肖义装 Fi び作動することを確かめてください。 

正常にセット、作動しないときは使用しないで、すぐに修理してください。 


やけどま意 


替 

〇 




丑ををのためにを、ずお守りください 


E 意 （ CAUTION) 


女純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨトミ 純正 部品（指ぶされた部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの巧能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故び発生するおそれびあります。 

★分解修 理•改造の禁正； 

故障、破損したら使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造はを険です。 __ 

★触媒、脱臭フィル タ ー使用禁止 

市販の触媒や脱臭フィルターをストーブに取り付けたり、燃焼筒の上にのせたりしないでくだごい。 

異常燃烧や义災の原因になります。 


叟 

分解禁止 



★お子様やお年害りのご使用にま意 


お子様やお年杏り、体の不自由なろびお使いになる場合は、ス I -ーブの取扱い、部尾の換気、高温部への接触による 
やけど、低溫やけどや脱水を状などについて周固の人び充分に注意してくだごい。 

★保管時にしてい ただくこと1 

♦長期間使用しないとさ、またはな管するとさは、必ず打油を抜いて、艳池ケースからを電池を取りはずしてください。 

傾けたり、横倒しの状能では保管しないでください。 

义災のおそれびあ0ます。 

♦しんの手入れ（から焼きク U —ニング）は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

火がのおそれびあります。____ 

★廃棄 するとさ I 

ストーブを廃棄処分するとをは、必ず油タンク、油巧けざら内の巧ミ由を抜き取り、窜池ケースか b を電池を取りはずし 
てください 。 (nil 保管] 参臘） 

巧油や乾電池び入ったまま廃棄するとリサイクルの際、予想しない审がび発生するおそれびあります。 _ 

★巧の場所では使 用し ない 1 

火災やそ巧でさない事ぶやぶ障の原齒になります。 _ 

(, か平 でない場巧、不安定な 場 P 斤 ） 風のあたる場 P 斤、部屋の出入□、屋外 ) 使用禁止 

•傾斜した場所やお動の激しし V :ころでは、使用しないでくだごい。参風のあたる場所や屋外では使用しないでくだごい。 

対震自動消乂装置が誤作動するごとびあります。 炎び出て危険です。 

•しっかりしたじょラぶな場所で化用してください。 掃除機の排気にちま意してください。 

♦移動車両の中や、ホタ达'なおのじで使用しないで<ださい。賠落•部屋の出入 n など人の通る場所、人びぶつかったりつまず 
したり、火がになるおそれびありまず。 く場所で使用すると、転倒して車故や义がびおきるおそれ 

( 暖炉などストーブ び囲われる場所 ） 座。 __ 

暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしないでけを星を 裤のはた棚なと ^^ 

ください。 落下物により火災び起きるおそれびあります。 

A 獅京圆ぶ皆を _ G 直射日光のあたる場所、温度の高い場所） 

Of ■こが马気整ぃ場所 ) •真常燃娩を起こすぉそれびぁります。 

粉類や級維を取り扱ラ場所や温室'養鶏場など、塵やほこりの多い•油タンクの灯油びあふれ出て火がのおそれびありまず。 

S 縣壁 SS 苗拟"綜由し戸姑 n づまりが態になり、巧常嫩焼を C 可燃’性ガスを g 生ず る場所'また I がこまる場巧 ) 

起こすむそれびあります。 爆発や义災の原因になります。 

C 温室•飼育室な ど人のいない場所 ） r 高地 ( 13 0日 m しソ上の場巧 )； 

が用環境の変化で、予測しない事ぶび旁をするおそれびあります。盤素濃度び薄いので異常燃焼を „ 

( 理•美容院、クリーニン グ店などス プレーや化学 塞 品を使ラ 場所 ) おこすおそれびあります。 / /¥ \ 

化ぎ;薬品びス I -ーブのがで変化し、器具の故障や、腐を性ガスの 11300 mi 

^発生によりを属'鏡'ガラスなどを傷める原因となります。 _ _ 

★可燃物（木童^板、ふす寺なをとの南酷 春 一 2 日 cm 一た m け上 

♦ス I -ーブから可燃物との距離は、ち図の指定上の距離をがつようにしてください。 L 记 

♦ストーブ上ちの棚などとの距離はおず Im な上あけてください。 \レ^^け」 

♦上ちの棚などからの落下物びないようにしてください。 

参力ーテンなどび風でゆ b いでもストーブにふれないようにしてください。 加 cm ’ - I 

♦家具などからは巧分な距離をとってください。 ザ上 

熱で変あや変を、白然発火することびあります。 


使用禁止 


〇 
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t 

ス 


^5 日 cm ’ 
讀け上 
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ImlU 上 


願い （ NOT に E) 


灯 ■?' 田の廃棄 I 灯油の廃棄が L 分は、灯油をお貫いホめになった P ぶ売おにご相談ください。 
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回使用ずる場所 


♦外気に接する窓の下や壁面など、を気の入ってくる場所にストーブを置くと、ち気びストーブで暖めら 
れて上昇巧流しますので、部置の遍度のムラびかなくなり効果的な腹房ができます。 

ただし、部屋の出入口や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには慶かないでくだごい。 
•部屋の空気をヴーキユレータなどで対流ごはますと、部屋の温度のムラびより少なくなり、巧果的に 
暖房びできまず。（このときストーブには臣接風があたらないようにま意してください。） 




哥各部のなまス 














i ) 燃料は打油 ( j 旧 1 号灯油）を必ず使用してください。 

@変質灯油、不純灯油は、絶対1こ使用しないでくださし、。 

参誤ってガソ I 」ンなどの燃料を使用したことびわかったとさは 
あわてずに、翼急ミ肖义ボタンを巧して消火してください。 

参を巧灯油(持ち越した灯油など）、不純な油(打油し U 外の油' 水’ 

ごみび湿入した口油など）は、絶対に使用しないでください。 

異常燃焼や故障の原因になります。 

参ホ貼されている助燃剤(添加斉リ）は使用しないでくだごい。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 


@灯油のな管のしかた 


油は必ず火気、雨水、ごみ、高温 V 

および直が曰光を避けた場所にが转 1 

してくださし、。 ホ 

参‘灯油容器は專用のきれいな容器を使 - 

用してください。また灯油容器はお结 Ts ス品’夕^ 
ず J 旧認定品で色付きの巧油専用容 i ' ぃ。 I 。 A 0 

器を使用してくだごい。 くミ 

•打油容器内のな油び少ないと温度変 ！^ 

化により結露して水びたまることび卜 丄 —— i 、 

あ0ます。 

• ドラム生などで、長期間大量に保控しないでください。 
•お子様の手のとどかない巧に巧管してください。 


Q 


変質'打油とは 


0 

使用禁止 


^古い灯；田は''''， 
V 性わないでノ 



'灯油とガソ IJ ンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます。 
(火の気のない所でおこな つてくだたい） 



么ち険 


★ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発’性の高い;由は、絶巧に使用しないでください。 
か里の混入でち、义災の原因になりまず。 


(綿 
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ストーブを取り出す 


燃焼筒をセットする 


I 包装箱にを示してある「包装の内容」をごらんになったラえで、包装箱か 
■ 5包装材などを取り除き、製品を傷付けないよラに取り出してくだごい。 

包装箱や包装材はストーブを保管するときに必要です。取扱説明書 
も忘れずに保管してください。 

-お願い- N 

包装巧は可燃物ですか日、おず取り除いてく 

にさい。_ J ここ^==^==^11 I 

) ガードのち下すみをみし持ち上げて手前に引 C 34^。 

-き、ガードを開けてください。 


燃焼简を納めている包装巧を取り除き、燃焼 
筒を取り出してください。 


織-ル)/ 


燃焼筒の外筒(ル)の浮さ上 
び0びないか諷ベて<ださ 
し^。浮を上びりびあると、 
異常燃焼を起こすおそれび 
あります。 

浮き止びりびありましたら、 
が筒(か)を下に押さえて、 
さちんとは曲込んで<ださ 
い。 

燃焼筒をしん調節器の上に 
正しく t ットし、燃焼筒つ 
まみをちわ'に2〜3回動か 
し、燃焼筒が正しくセット 
されているか確か曲て<だ 
さい。 


ガードを、もとの位置に閉 
じて <ださい。 


すさ間のないこと I 



国使用前の準備 


す 

や 。 

しい 

質。ご 
。変すだ 
油はまく 
灯油して 
た灯がし 
したいに 
管しおう 
保醬によ 
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巧でぱな 
場器つさ 
い客す越 
高做、ち 
の色り持 
} 度巧たに 
油'溫乳びン 
灯：おズ 
たやりを- 
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脚場つを盟 
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との開ちめ 
ひ光びいた 
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乾電池を取り付ける 


でるでるつまみの位置の確認 


参乾電池は別売です。 

♦巿版の単二形乾聖池 （4 個)を購入の上、本体を 
側の電池ケースに、出0を正しく合わせて入れ 
てください。 

•新しい乾電池とちい乾電池、種類の違ラ乾電池 こ 

を混ぜて使用しますと、点火できなかったり、 

点义しにくくなったり、あ漏れや破裂する原因になります。 

エコランプと快適ヴーモ 


しん調節つまみを引さないて、内部にあるで るでるつ 
まみの①の 位置に、固定ピンび入っていることを確認 
して < ださい。 

違っていました5①にはめ替えてください。 

(詳しくは を唯いかたりでる でるおの がいかわを お読み 

ください。） 


離 


でるでるつまみ 


♦エコランプは火力調節幅をランプでお知 b 与^^ H 快滴 

せする機能でず。エコランプの点巧してい三一1 ちーモ 
る範囲び义力調節幅の目までず。快適ヴーを I - 
モは室内のおおよその温度をお巧 b せするご^\し y - 主'うづ 

機能です。お好みに応じて、エコランプび - Jr - 

点’なしている範囲で火力調節をおこないき-一-^ 

温調節してください。火力を弱< した場合でち、燃焼筒の下部のホ熱 
部び巧分に赤熱している状態で使用してください。 

(囘雁いかが [炎の調 節 のしかた !参照） 

•快適サーモの適温の範囲は I 約 17-23 でです。 


式 雪節— 

-お願い- 

製品の輸送中に生じたが筒(ガラス）の破損、燃焼 
筒のをお、ねじのゆるみや、はずれなどがないか 
調べてくだごし、。 


( _ 不純'打油とは 

•打油 IU がのミ由（ガソリン、シンナー、天ぷら油、機械油、重油など）びほんのかしでも 
ミ居入した打油。 

♦水やごみび混入した‘な巧。 


/な;由け外が' 
ミ由、水、ごみを 
仕入れないで- 



0 

使用禁止 


変質灯油•不純灯油の马分をかた（コップに水を入れ、次に口油を入れて背後に白い紙をあてます。） 

保管期間び短く、水と同じ無色透明な]かしでち色びついていたら使用しない 。 f •紫外線でな油び劣化した 
ら正常。ぶ；, 一—、■:一一、ニニ I ィ — V 変色しにくく見分けかた 



かしでを色がついていたら使用しない。 

•紫外線で口油び劣化した時は、巧油び 


Q 

使用禁止 

変色しにくく見分けかたび難しくな D 
ます。 

f 化ち译 

ひと夏持ち越した灯油は無色透明でも 

白い紙-一 

L - - ^ 

絶対に使用しないでください。 

ノ 


変質灯油や不純な油を使用すると _ 

参変質なミ由や不純なミ由を使用しますと、打ミ由の程度にを 
よりまずが、1〜30曰のご使用でしんに多星の夕ール 
びたまり、しんの先端が固くなつたり、点义しにくく 
なったり、しんび上下しにくくなったり、巧が大き< 

な6なくなつたり、激しいにおいびしたりします。 

また、消义時にしんが下び6ず火がミ肖えなくなります。 

参 水の混入した'灯油を使用しますと、ミ由タンクにな油び 
残っていても炎びルさくなったり、しんび上下しにく 
くなったり、異常燃焼を起こして激しいにおいがした 
り、义び消えたりします。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いものびミ昆入し 
た灯油を使用しまずと、火がの原因になります。 


万~変質な油や不純なミ由を使ったときの処置のしけた 

1油タンクや油受けざ b 内の悪い打ミ由を抜さ取り、良 
' 質の巧油で内部を2 ~ 3回洗浮してから良質の灯ミ由 
に入れ替えてください。 

(悪い口油び残っていると再発しまず。） 

2 の-|[な音 i 「9しんの手入れをする」を参照して、し 
んの先端の固くなっている卽分を、ラジオペンチな 
どで輕くつぶしてか日、しんのか5焼きク U - ニン 
ク是をこな3てくだ、さし、。 

3 しんの手入れをおこなってを効果のないとさや、水 
びを量に混入している場合は、しんを取り替えてく 
ださし、。 

しんの取り替えは、販売店までお問い合わせください。 


-お願い- 

変質打油やす純丹油び原因でアフターサービスを依頼されたとさは、な証期間中でを有料修理となります。 
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g 使巧前の準備 


給油のしか' 


給ミ由は、必ず消'乂して、ストーブの温度が巧分に下がってから、他に义の気のない状態で 
警告ぉこな。てくださし、。 

=■ 义災の原因になります。 


〇 


I 油タンクを取り出す。 

♦油タンクを取り出し、給油 □ 紛由□□金 
□金を、左「〇」に回して取 
りはずしてください。 / 

•給油□□金を取りはずす前に、 f 
先端の弁部を押すと、給油 □ II 
□金び取りはずしやすくなり 
ふ:^ 〇 - 

) 油量計を見なが!5給油 
■ する。 手 （ 

♦巿販の給油ポンプの先端をジ 」 

ャバラの手前まで差し込んで、 / 

油墨計を見なが b 給油してく ( 
ださい。（ホースび抜けないよ \ 

5にを意しなびら給油してく 
ださい。） 一 

参な油は、油拉計のほぼ上部(ち /ク 
図の > 給ミ由位置) まで給ミ由し/ ff 
てくだごな / 。 

入れ過ぎまずと、あふれ出る！^ I 
ことびありますので充分ま恵\ . ご 
してください。 ^ 

-お願い- 

•巧タンクの中にある r こぼれま栓」の弁 
び、給油□の近くまで上びっていると 
さは、弁を下へ押し下げてください。 

♦油タンクの中にある「こぼれま栓」は、 

給油 □!_! 金びはずれたときに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、取0はずごない 
でくださし、。 



こぽれま栓 
、弁/ 



、ミ窗«の位 S 



ミ給油□□金を「カチッ」^ 
と音がするまでち「〇」 

に回して、しっかり締める。 

参正しく締めると油タンクの 
赤色の線び見えなくなります。 
•給油□□金を下にして、油漏 
れびないことを確かめてくだ 
さい。 

-お願い一 

給ミ由□□金を斜めに締め 广 _ : 

たりすると、簡単に給油 
□□金がはずれて、义災 ( JiMM パ 
の原因になります。 。亡 r 


給ミ由□口金 


赤色の線 






〔本機用の給ミを□□金） 





参油タンクからミ由び漏れる状態 
で使用しないでくださし、。 
火災のおそれびあ0ます。 

参同時にを数の油タンクに給油 
する場合は、類似している給 
ミ由□□金びありますので、間 
違えないようにしてくだごい。 
油びでな<なったり、故障の 
原因になります。 

•丹油容器のふたち、しっかり 
締めておいてくださし、。 


こぼれた灯油はよくふ 
き取る。 

•こぼれたな油は必ずされいに 
ふを取ってください。危険で 
すし、燃焼中に臭気を発生ず 
る原因にちなります。 

油タンクをセツトする。 

•油タンクを、本体に江しく、 
ゆっくりとセツトしてくださ 
し、。 


-お願い-- 

オート給油ポンプ(自動停止装置付)を使用する場合 

♦巿販のオート給油ポンプ(自動停止装置付)のなかには、 
「こぼれまを」と干渉して、次のような不具合状態にな 
り、正しく給油できないちのびあります。 

〔不具合〕1スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）♦油タンクに差し込むホースのセ 
ンヴー部の位置(ち向）を変える。 
(処置）♦ポンプの乾電池の消耗度を確か 
める。消耗していれば交換する。 

2自動停止しない。巧油びあふれてしま5。 
(処置）♦ポンプの取扱説明書にしたびつ 
て、固定具の位置を調節する。 
♦上記の処置をしても正しく給油でをない場合は、直ち 
に給ミ由を中止し、他の給油ポンプ(手動式ポンプなど） 

を使用して、正しく給ミ由してください。 



〇しまつている X しまっていない 


•細か】ミお • 


•ストーブを使用するときは、ときどき給油サインを見て、灯油びあるかどうか確認し、灯油びなくな 
る前に給油してください。 

♦油タンクに‘灯油びあるときは、「給油サイン」の色は「緑」ですび、丹油び少なくなると r ホ」に変わります。 
•「給油サイン」のをび r ホ」になりましたら、消乂して給油してください。 



給油サイン 

'灯油がかなくなると 
ホ色 I し変わります。 


7 




点乂前の準備と確認 


点义前の確認 


>ストーブの±方や周脚、黃台の上に、ホ類や紙やマッチなど、可燃物びないことをお認してください。可燃物びあると乂巧のおそれ 
びあります。 

>ストーブび水平でまおした傷巧に設鼠してあることを陆認してください。 


燃焼筒と油タンクのセットを確認する 


>点火操作をする前には、おず燃焼筒び正しくしん謂節器にセッ 
卜されているかどラか、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かして、 
スムースに動くことを確認してください。 

>油タンクびセットされていないと、給ミ由時消火装置び働さ、しん 
調節つまみびおり、点义でさません。 


巧震酉動消义装置のセット 


>しん調節つまみを、「燃焼」の方向 （ 〇 ) に、ゆっくり止まる 
まで回しますと、巧震自動消火装围び自動的にセットされます。 
巧お向動消火装置びセットできない場合は、一旦しん調節つ 

まみを「緊急消火位置」（消义装置セット）のち向 (い）へ 

回してくだごい。 


固使いかた 


巧の期なタゴの 




点义のしかた 


>初めてお使いになるときは、点义後、ストーブに付雇し 
ているほこりや油び焼けるにおいびしますび、しばらく 
お使いいただければにおいはなくなります。 

>点火後しばらくの間は、炎び安がせず、 r ボッ、ボッ、ボッ」 
と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくする 
と炎び安定し、音びしなくなります。 


電池点乂のしかた 


-お願い- ' 

•使い始めや、しんの交換を、しんの手入れ（か5’腐さク U - ニング） 
をしたときは、給油後約15分!;(上待って、しんに巧分ななミ由び吸 
い上げられてか5点义してください。巧分に吸い上げ6れてい 
ない状態で点乂しますと、しんを傷めます。 

•新しい乾電池を入れてを、おにミちれをないのに点火しにくい場 
合は巧 '点検.をみ和「しんの修正」を参照して直してくださし、。 


しん調節つまみを「点乂」； 

のち向へゆっくり回す。： 

♦しん調節つまみの fi 印を「点火」 

のち向（〇)にゆっくり完全に 巧""々》革 

止まるまで回してください。 bed ^ 

(しんび上びり点义します。）へ目印 

♦点火操作の途中で「ピィー」とこラ放樂肯びしますび、し 
ん調節つまみはそのまま让よるまで回してくだごい。 

•しん調節つまみび、止ま6ずに戻ってしまう場なま、油夕 
ンクび正しくセットとれているか粗認してください。そ 
れでも戾ってしまう場合は、一旦、しん調節つまみを I 紫 
急消火の置」（消火装置セット）のち向（〇)へ回して 
くだごい。回せない場合や硬い場合は、しんにタールび 
ついていよす。しんのを入れ（ひら焼きクリーニング） 
または、新しいしんと交換してください。 

火が着いたことを確認する。 

•火び着いたことを確認したら、手をしん調節つまみか 
b ゆっくりはなしてくださし)。 

♦火び忘いた後ちしん調節つまみを回しをったままです 
と、乾’電池の消耗び早くなります。またカーボンび付 
着して、点火しにくくなる原凶になります。 

点乂しにくい場合は 

•点义プラグ付近から白煙び出て 
点乂しにくい場合は、しん狙節つ‘ 一-。^ 一 ここ三 
まみを少しちしてから、巧び「点 0 •杨巧‘ •- 

义」の方向に、ゆっくり止まるま たごん , 

で回すと点火しやすくなります。 ノ とくス 

♦しんに夕ールや力ーボンが付着 / ) 

したり、点义プラグびミちれてくると、点乂しにくくなりまず。 
しんの手入れ、しんの修正、点乂プラグの掃除をおこな 
ってください。（了瓦按^天巧.『[標寄参照） 

•を霜池の電圧び不充分で点、乂しにくい場合は、新しい 
乾巧池〔單二お乾電池4個〕をご購入のラえ交換して 
ご使用ください。 

燃焼筒のセットを確認する。 

参点义操作後、燃焼筒つまみををち 
に2〜3间動かし、燃焼筒り'、 'J しく 
しん調節器にセットされているか、 " T 3 三貝寺!^^^左-- 
しんの.卜じのっていないかを必ず 
確かめてくだごし、。燃焼茵び正し 
くセットされていないと、寅新紀晚 ち'丹 

し、火災になるおそれびあります。 — ^ 'な^’ 




電池点义が使えないとを 


しん調節つまみを「点义」 

のち向へゆっくり回す。 

参しん謂節つまみの目印を r 点乂」 一 ■— >、-， 

のち巧 （ 〇)に、ゆっくり完全 な腾(•: '一 

に止まるまで回してください。 L 

参しん調節つまみび、止まらずに / 口/) 

戻ってしまう場合は、油タンクび ' 'J 

正しくセットごれているかお認してくださし、それでも 
戻ってしま5場合は、一旦、しん調節つまみを「緊急消火 
位置」（消义装巧セット）の方向 （ 〇)へ回してください。 
回せない場合や硬い場合は、しんにタールびついてい 
ます。しんのす入れ（ひら焼きクリーニング）または、新 
しいしんと交換してください。 

マッチや市販の点乂用ラ 

イターで点乂する。 し I 

♦ガードを開けて、燃焼筒を持ちお巧ち SnJ 
上げ、マッチや市販の点义用ラ ピ^ 
イターなどを使ってしんに火をな^八 
這けてください。 - 

•たばこ用のライターで点火しな 〇ノク 

いでください。 ^ 

♦マッチで点义した場合は、マッチの燃えかすをしん付近や 
ストーブ内に落としたり、置台の上に置かないでください。 
事故や义災の原因になります。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 f こ二う 

•义び着いたことを確認したら、燃 
焼筒つまみを左ちに2~3回動か L J 

し、燃焼筒び圧しくしん調節器に 
セットごれているか、しんの上に— ' 
のっていないかを必ず61かめて、ノ/ ^ 

ガードを巧じてください。燃焼筒 
び正しくセットごれていないと、 、ぁ… 

異常燃焼し、义災になるおそれ 
びあ0ます。 

•义び着いたことを確認したら、しん調節つまみを少しだ 
け（火び消えない程度に）消火の方向に回してみて、弓 I 
っかかりびなくスムースにしんび下げられることを確認 
してから、ちラー度しんを上げて使用してください。 

しん調節つまみびスムースに回らないときは、燃焼简を 
W ち上げて、しんを完をに下げてか日、,な火操作を始め 
からやり臣してくだごい。 












司使いかた 


炎の調節のしか 



A 警告 



巧類などの乾燥には使用しないで<ださい。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、乂がの原因になります。 




炎の調節 
炎の状態 


やかんやなべなどをのせた場合は、細むのま意をしてください。 

振動や接触によって、やかんやなべなどの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがあります。 

のきこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買い巧めの販売店に点検を依頼してください。 

ス I 'ーブの故障の原因になります。 指示 


♦がの調節は、しん調節つまみを回しておこなってください。 

♦しん調節つまみを回して炎を調節するとさは、 估の巧 Hi 进 のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の状態で 
使用してくだごい。エコランプの点灯している範囲び义力調節幅の目安です。 


最大正常燃焼のときのがの長さは、内巧板から1〜 2 cm でず。 


m __ n _ m __ m _ 正 常 _ 異甫 

, I W 巧が反 1—1 叫 グ、 I 、ノ 



ぶぶ) 


しんの上げすぎ 

(炎び大きく伸びている） 
すすや一酸化炭あび 
をく発生する 


• マ ;^I 


最大正常燃焼 

炎び内炎板から 
1〜2011出る状態 



最ル正常燃焼 

赤熱部全压巧赤熱して^ 
炎びかし出ている状態 


しんの下げすざ 

(ホ聲び充分にホ熱しない） 
においや一酸化炭素び 
を < 発生ずる 


@がの大きさは上図のように、正常燃焼の範囲でご使用ください。 

•点火をしばらくして、燃焼筒の下部び赤熱し（ホくなる）、炎び上びってさまず。 

10分ほどで、炎は全周ほぼ揃いますので、しん調節つまみを回してがを正常燃焼の範囲に調節してくだ 

■ホはを固巧一には揃いません。卜网の史取張 a のイうス トのように4つに割れます。前裕 t わに f 由け 

た炎の長さは、それぞれ巽なりますび、その比率び]対 2. 5くらいでわ圧常でず。 / cyl " 


义力を弱くする場合のを意 


>义力を弱くした場合でわ、燃焼筒の下部の赤熱部び、充分にホ熱している状態で使用してください。 
>あまり火力を弱くすると、においや一酸化炭素びをく発生し、しんにタールびイ寸着します。 


しんの高さ調節（でるでるお）について j 


•炎の大きごは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさくなってきます。 _ 

しん調節つまみを口してしんをいっぱいに上げても、燃规简やしんの努化などで炎び大きくならないときは、[已 II 使いがを 
1 でるでるな胃いかを の項を参照して、しんの高さの調節をしてください。 

♦変質な油や不純な油を使用してしまい、しんにタールび巧着したり、水を含んでしまったときは、炎び大きくならないととも 
に、しんの上下操作び重くなります。このようなときは、 [ TT 1呆_管]「9しんの手入れをずる」の項を参照してしんの手入れをし 
てください。 


消义のしかた 


通常の消义の場を 


しん調節つまみの目印を、「ニオイセーブ消乂位置」まで、ゆっくりと回ず。 

しん調節つまみの目印を「消火」のち向（〇)のじオイセーブミ肖义位圖までゆっくり止まるまで回し 
てください。 

(速く回すとにおいび出やずくなります。） 

:肖、 V ぞ诉哥する 

♦においをかなくするため、！〜5分程燃焼(炎び一部巧る）して消火しまず。 

•しん調節つまみの目印び「 ニ オイセーブミ肖义位置」にあり、火びミ肖えたことを必ず跑認してください。 


緊急の消义の場合 


@緊急消火ボタンを押す。 

♦急速にミ肖火させるため、においやずすび発生することびあります。 

しん調節つまみの目印び r 緊急ミ肖义位置」にあり、火び消えたことをおず確認してください。 

♦緊急消义ボタンを押してを、しんび下がらずミ肖乂できない場合は、しん調節つまみを強く左方向（<〇) 
に回して、しんを下げてください。 

それでもしんが下が5ない場合は、油タンクを取り出し、义がミ肖えるまで燃やしさってください。 




















•時間に余裕びない場背は、ガードを開さ、燃焼筒の上にコップー杯 （2 日日 m ぶ程度）の水をかけて消火してく r - 

ださい。 胃 

I 


水をかけると水蒸気び出たり、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないよラに、手 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなって<ださい。また、あとで油受けざら内の水 
の入った I な油を抜さ、しん交換び必要です。 , 


しんが下げらない原因は、しんに夕ールがたまつていたり、水を含んでいることびありますので、 I け{保菌 
「9しんの手入れをずる」を参照して、しんの手入れをおこなうか、新しいしんに交換してください。_ 

/—— --お願い- 

ミ肖火を、約5分間は巧点火しないでください。燃焼筒びをえないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気び 
でたり、点义しないことがあります。 



でるでるおの使いかた 


しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてち、燃焼筒やしんの劣化などで、炎び大さくならないときは、でるでるつまみ 
を操作して、しんの高さの調節びできます。 

f -お願い- N 

•購入して初めてお使いになるときや、新しいしんに交換したとさなど、炎び巧分に出ているときに、でるでるつまみを② 
や③にはめ替えると炎び大さくなりすぎ、すすび発生することびあります。炎び大さくならない時け外は、でるでるつま 
みを①で使用してください。 __ 

参す良な油や変質打ミ由を使用して、しんに水やタールび付着したときは効果びない場合びあります。その場合は D 1: i 保管 I 9 し 
んの手入れをする」の項を参照してしんの手入れをおこなってください。それでち良くな日ない場合は、新しいしんに交換し 
てください 


緊急消乂ボタンを巧ず。 

累急ミ肖义ボタンを巧してしんを完全に下げた状態でないと、でるでるつまみを 
はめ曾えることびできません。 





を得 




、しん調節 
\つまみ 


しん調節つまみを引き巧く。 

でるでるつまみを引っ張り、でるでるつまみの煩またはぷ印の巧のいずれかを、 
固定ピンの凸部にはめ替える。 

①から恐の巧へ、②から③の巧へはめ替えることにより、しんの高さはそれぞ 
れ約2 mm 高くなり、がび大さくなります。 

逆に、炎をルさくずる場合には、通を思に、②を①にはめ替えます。 


でるでる 
つまみ 


でるでるつまみの位置 玉 

⑨ 

③ 

しんの局さ 約8 mm 

約 10 mm 

約12 mm 


回す替える 




しん調節つまみを取り付ける。 

でるでるつまみをのか b ③または③にはめ替えますと、点义の際しん調節つまみを回したときに、 
しん調節つまみの目印の止まる位置び、前板に占いてある r でるでるな」の②または③位置にかわ 
ります。 



圓安全装置 


巧震 g 動消义装置 


♦ストーブ本体び地裝(霞度約5しソ上)や強いお動、衝擊を受けたとを、义災などの危険を防ぐために自動的に消火させる安全装 
軒です。 

参しん調節つまみを「点义」の方向にゆっくりと止まるまで回すと、自動的にセットされます。 

♦地恵によってホ動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、灯油びこぼれていないかなど異常び 
ないことをお誌したを、再点义しでください。 


給油時消义装置 


•燃焼中に油タンクを取り出ずと、お動的に消火させるを全装置です。（しん調節つまみの目印び「襲急消火位置」に戻ります。） 

•油タンクを本体に拌入すると白動的にセットされ、しん調節つまみび回せるようになります。 

•給油時消义禁置は、消义した状態（しん調節つまみの目印び「ニオイセーブ消火位置」にある場合。）でも油タンクをめくと対森自 
動消火装置びゎットできなくなります。 

( -お願い-^ 

燃娩中に、巧巧曰動消火装置や油タンクの給油時ミ肖义装置び働いた場合は、消乂時のにおいび強く発をします。 

給油をごれるとをは、においを抑えるためしん調節つまみでミ肖乂させ、ミ肖乂を確認してか b 油タンクを取り出してください。 










团点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点巧•手入れをおこなうときは 


参ストーブを消'义し、ス I -ーブの温度が充分に下がってか5おこなってください。 
♦手をけがしないように、手袋をはめておこなってください。 

•ま全装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

•必ず乾電ミ也を、電地ケースか5取りはずしてか5おこなってくださし、。 


使ラたびに 


点お箇所 

点検内容 

処置ち法 

ス1ブの 
周囲 

♦ストーブの周曲に可燃物や障害物びありませんか。 
[火災の原因になりまず] 

♦常に整理-掃除をし可燃物をス1-ーブの周囲に置か 
ないで < ださい。 

ミ由こぼれ 
油たまり 
ミ由にじみ 

♦油タンク、油受けざら、置台の表面に、油びこぼれた 
り、たまったり、にじんでいませんか。 

[义がの原因にな0ます] 

•こぼれたり、たまったり、にじんだ 押,す3 = 

灯油はきれいにふき取ってください。弁部 ~ 
•油タンクの給油口□金の、弁部など 
にはさまっているごみなどを、取り 
除いてください。 

ミ曲馬れ 

参油漏れはあ D ませんか。 

[火災の原因にな0ます] 

油び漏れている場ろは、すぐに使用をやめ、お買 
し、まめの販亢巧に修巧巧頼をしてください。 

が筒 
(ガラス） 

参欠けたり、割れた0していませんか。 

[異常燃焼の原因になります] 

•お R いぶめの販を店に相談して、新しい外筒（ガラ 
ス）に交換してください。 


1箇月に1回上 


点検箇所 
ほこ0 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案内 
筒下卽） 

巧震自動 
ミ肖义装置 


乾電ミ也 


燃烧茵 


_ 点検内容 _ 

>反射板や置台にほこりびたまっていませんか。 

前ネ反の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこんでいま 
せんか。 

[異常燃焼や义がの原因になります] 


•しん罪]節つまみを回してしんを上げてから、 置 台をゆ 
すると、巧 震 自動消义装丙び作動し、そのときしんび 
下びり、しん詞節つまみの円印び r 緊急消'火位置」 に戻 
0ますか。 

_[確実に消火することを確認]_ 

♦点火プラグのスパーろ音は、「ピィー」と嶋りますか。 
[軟里池の 笔圧 (消耗)点検] 

参燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着していま 
せんか。 

^[異常燃焼の原因になります]_ _ 

♦しんの先端にタールび付這して、固くなっていません 
か。 

しんに夕ールび付着していると、巧のような不具合が1 
発生しまず。 _ 

•消义操作をしてを、しんび下び旦ず、消火しない。 
•しん上下の操作び重く、スムースにでさない。 

•点义操作をしてち、点乂しなし、。 

♦燃焼筒び赤熱しなかつたり、燃焼中ににおいびずる、 


_ 処置方法 _ 

♦11 け呆管 I の！〜5項を参照し 
てみ体を取りはずし、輪とド^^^^ 
油受けざ5の即 

(特にしん案内筒の下部)のほ—一： 
こり、ごみなどを取り除いて 
ください。掃除機で吸い取る 
_のも効果的です。_ しん索内筒の下；_ 

参しん調節つまみの目印び r 緊急ミ百义位置」に戻らない 
場合は、しんの項の点検をしてください。 

•贩ホ店に修理依頼をして<ださい。 


♦音びかすれる場ろは電圧び下びっています。 

新しいを窜池に交換してくださし、。 

♦ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除き、 
されいに掃除してください。 

'♦タールび巧清している場合は、 111お管! の 「9しんの 
手入れをする」 に従って、しんのモ入れをおこなって 

. く些し、 -ぉ願い- S 

♦しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いで <ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換 
気をしてください。 

•しんの手入れをおこなってむ効果のない場合は、 

. 新しいしんに交換してください。 


点义プラグ 


給;’由時消义 
装置 


参点义プラグび、カーボンやタールで巧れていませんか。♦点义プラクびミちれているときは、「点乂プラグの掃除」 
•点火プラグびしんにくい込んでいませんか。 に従って処窗をしてください。 

[点义ホなの原因になります] ♦点义プラグびしんにくい込んでいるとさは、「しんの 

_ _ _ __修正」にがって処尹をしてください。_ 

•しん調節つまみを间してしんを」.げてから油タンクを•しん調節つまみの目印び r 緊急消'火位置」に民らない 
持ち上げると、給油時消火装置び作動してしんび下び 場合は、しんの頂の点検をしてください。 

り、しん過節つまみの y 印び「裝急消火位置 J に戻りま•販売店に修理を依頼してください。 

すか。 





-点义プラグの掃除- 


■ガードを取りはずし、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライバーなどで、点义 
プラグの電極や碍子部分に付着した汚れを取り除いてください。 

♦掃除び終りましたら、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り付け、 
乾電池を取り付けて正常に点义するかど5か確認してください。 

•点火しにくかったり、点火しない場合は、「しんの修正」をするか、もう一度をれ 
いに掃除し直してください。 

また、しんの手入れ（か5焼きクリーニング）をおこなうと、点乂プラグに付盾し 
たミちれび取れやすくなります。 （111 i 保鲁1「9しんの手入れをする」参照） 



しんの修正- 


♦燃焼筒を取り出し、しんを上げて点乂プラグ近くのしんの側面を内側に、割 D 害などで 
軽く}甲ごえるように撫でて、しんを整える。 

•一度しんを下げてから燃焼筒をのせ、点火してください。 


し んに接触して いる 
1しんか6離れている 




' Sk か、こ./ 

しんと点火 y ラグの 間を かし離す 


国定期点検 


長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買いホめ店、または、修理資格者[(財） 
日本石油燃焼機器な守協会 （ TEL 03 —349目一 2928) でおこなう技術管理詔習会修了者（石油機器技術管理±)など]のいる店 
などに点検依頼されることをおすすめしまず。 


图故障•異常の見分けかたと処置方法 H 鼓 i を依頼される前に 
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しんの出過ぎ。 

〇 


〇 


〇 






しんを下げて、炎を調節する。 

しんの出び少ない。 

〇 

〇 



〇 




〇 


しんの离ごを調節ずる。 

新しいしんと交換する。 

しんに水を含んでいる。又は油受け 
ざら巧に水び入っている。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 


しんの手入れをずる。または、新しいしんと 

油受けざら、油タンク内の灯油を正常な巧 
油に交換する。 

しんにタールびついている。 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 


燃 

焼 

簡 

燃焼筒びしんの上にのっている。 



〇 


〇 

〇 

〇 




点火してから必ず燃焼筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 

燃焼筒の変お。 



〇 


〇 

〇 





内炎筒、が炎筒びをおしていないかを確かめ 
る。傻形してしぶ場合は販売店に連絡する） 

しん調節器と燃焼筒との間にすを間 
びある。 



〇 


〇 

〇 





しん鹽節器の t 面に夕ールびついていないか。 
または;類焼筒ド部に不揃いびないかを調べる。 

外筒（ガラス）にひびや割れがある。 



〇 


〇 

〇 





外筒（ガラス）を交換する。 

燃 

料 

打ミ由び変質している。（ちれた油や 
ポリ容器で1年間持ち越した油など） 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 


しんにタールびつく原 W となるので江常な 
巧油に交換する。 

丹油が水軒ごみを含んでいる。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 


正常な巧油に交換する。 

油 

ち 

給油□□金び間還っている。 

〇 

〇 









給油口□金を化しいをのに取り換える。 

油タンクび本体に入っていない。 

〇 










油タンクを本体に入れる。 

乾 

带 

池 

乾電池が消耗している。 

〇 










新しい乾電池に交換する。 

正しく入れていない。 

〇 









〇 

正しく入れ直す。 

点 

火 

装 

置 

点义装超のコードがはずれている。 

〇 










] ードびはずれているときは正しく莲し込む。 
その他は販売店に遗絡する。 

点义装巧びショート（短絡）している。 

〇 









〇 

ショートしないよラになおす。 

不明の時は販売店に連絡する。 

点火プラグの苗極び正常でない。 

〇 










点火プラグび破おしていないか確かめる。 
(破損している場合は販売店に遗絡する） 

点火プラグが'しんにくい込んでいる。 
点火プラグびミちれている。 

〇 










しんの修正をする。 

点火プラグを掃除する。 

撃 

を 

製品内部に、ほこり、ごみびたまって 
いる。 



〇 








製品內郎を掃除する。 

__ J 


この表し U がの小 K 合'びあるときや、処置み法により処置をしてを良くならないときは、使用を中止し、お買いホ奴の販売/占にごす目談ください 。 J 
















新しい外筒(大)を、ゆっくりとはめ込みます。 

2項ではずした外筒キゎップを燃焼筒ガードにかぶせ、外筒キャップのつ 
めを3箇所づつ押さえ固定します。 



411 


(^5 


[ だち.,.で':づ I 


W 筒キャップの内側のつめを、マイナスドライバーなどで起こし、が筒キ 
ヤップを取りはずしてか5、ちいが筒(大）を取りはずします。 


巧■筒キャップ 



♦巧 使用前の葡 a 池を取り付けるを参照して、おず4個とも巿版の新しい乾電池〔単二お乾迫池〕に交換してください。 
•取りはずした古い乾里池は、表示してある使用推奨期限内は、電池能力び残っていれば他の製品に使用できますので、再利用 
されることをおすすめします。 


乾電池の交換のしかた 


点火プラグを交換するときは、お買い求めの販売店、または、別紙のお 宮棟相 談窓□一巧1までお問い合わせください。 


点乂プラグの交換のしかた 


燃焼筒 


商品コード:1112210目 


燃焼筒の内炎筒'が炎筒などび変あした場合や、外筒ル（ガラス）び割れたりした場合は、 
お買い求めの販売店、または、別紙の[を客様相覇窓口一瓷 I までお問い合わせください。 


燃焼筒の交換のしかた 


♦外筒(大)び割れたり、里りや汚れがふき取れない場合は、交換してください。 

外筒(大)はガラス製ですから、けびをしないように、取り扱いにミち意してくだごい。 
1ガードを開いて、燃焼筒を取り出します。 



が筒（大）の交換のしかた 


トヨス I -ーブ純正適合しん 

トヨ耐熱しん第2日種 r 商品コード:11013907 


しんの交換方法■ま意内容は、トヨ耐 
熱しんに添付されている取扱説明書を 
お読み < ださい。 


、'、み 

m 


検査に合格したしんにはこの 
マークび貼ってあります。 
マークの 色彩は、白地にホ 
インクで表示されています。 


しんの交換のしかた 


争ご自分で部品交換される場合は、下記の項目をずり、やけどや感電、けがなどしないようま意しておこなってください。 

① 手をやけどしないよラに、ストーブは消火し、温度び充分下びるまで待ってください。 

② 感電しないように、乾電池は必ず電池ケースか日はずしてください。 

③ 手をけがしないように、手袋をはめてください。 

參不完全な修理はを険でず。お買い巧めの販売店か、（財)曰本石;由燃焼機器保ず協会でおこなラ技術管理講習会修了者(石ミ由機器 
技術管理±)などのいる版売店で修理依頼されることをおすすめしまず。 


♦皆えしん、か筒(ガラス）、燃焼筒などの交換卽品が必要な場合は、お買いホめの販売店にごネ目談ください。 

♦部品び販売店にない場合は、別紙の r お客摄掲談窓口一質'までお問い合わせください 



油タンク内の打油を巧き取る。 

①ス1ブから油タンクを取り出し、巿販の 
給油ポンプ(手動式)を、ななめに入れて油 
タンク内の灯油を巧さ取ってください。 


②わずかに残った丹ミ由は、油タンクに 
給油□□金を取り付け、油受けを本 
体の中か b 取り出して給油 UU をに 
押し当て、油タンクを上下にゆすつ 
て抜いてください。 



-、、^ 長期間使用しないとさまたは保管ずるとさは、虫■、ずな油を抜いて、電ミ也ケースから乾*ミ也を取 

/KyTm C はずして<ださい。化頁けた!3、横径りしの: I 犬ではが胃しないで<ださし、。 

乂巧のおそれびあります。 


〇 


圆保管（長期間使用しない場合) 


么注意 


しんなどの交換部品は、必ずトヨトミ純正部品(指定された部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故が 
诸生するおそれげあります。 

点乂装置は、点义時に高電圧が発生します。点义プラグに不用意にさわ!5ないでください。 
感電のおそれがありまず。 

掃除、点検•手入れをするときは、必ず乾電池を取りはずしてか5おこなってください。 


〇 



感電ま意 


画部品交換のしか 


3 4 










2 


電池ケースか b 乾電池を取り出してくださ 

--お願い- 

乾電池を取り付けたまま保管すると液漏れ 
してス I プを腐食させることびあります。 



緊急消义ポタンを巧して、対震自動消义装置を作動させ、しんを 
下げてか5、ガードを開いて、燃焼筒を取り出してください。 

Sg •ゾだ 



「しん調節つまみ」を引さ抜いてください。 



已 


本体の両側面と背面にある止めねじ3本を、取りはずしてくださ 
い。本体を前方に傾けなび5、ゆっくりと上方に持ち上げており 
はずしてください。 


7本体を元通りに組付け、燃焼筒を 
しん調節器の上に正しくのせて< 
ださい。 

8灯油を抜いた油タンクを本体にセツ 
卜します。 

Q しんの手入れをする。（か日焼きク U 
3 -ニンク) 

お願い 


♦しんの手入れは、風びあたる場所ではおこな 
ねないで < ださし、。 

♦しんの手入れ中はにおいがしますので、部屋 
の換気をおこなってください。 




5油受けざ日内の'灯油を巧を取る。 

<油受けを取り出してか5、ミ由受けざ b 内の巧 
油を巿版の給油ポンプ(手動式)で抜さ取って 
ください。 

♦油タンク、油受けざらに水やごみび巧った 
まま保管すると、鐘や巧あさの原因になり 
まず。されいな打油ですすざ洗いをしてく 
ださい。残った灯油は、巧切れなどで吸い 
取ってください。 

-感震部の点検-手入れをおこなう- 

♦ごみやほこりがついていた5、やわ6かい巧できれいにふき取 
ってぐださい。 

参簡がを量に発生している場合は、お買い 
ボめの販売店に修理を依頼してください。 


•ストーブ内のミちれは、めれた巧でふいて 
落とし、乾いた巧で水気を取り除いてく 
ださい。 




•しんの先端び固くなっ 
ている時は、ラジオペ 
ンチなどで固い部分を 
軽くつぶしてからおこ 
なってくださし、。 

で通常の点火操作をして、 
正しく燃焼させてくだ 
ごい。 

③义力びルさくなった5、 
しんを一杯に上げて自 
然にミ肖火するまで燃や 
しきってくだごし、。 

1日緊急消义ボタンを押す。 

1 W 巧讓自動消火装置を作動させ、 

態にしてください。 

11収納する。 



しんを下げた状 


包装箱に入れて、湿気のかない場所に保管して 
ください。 

「取扱説明書」や r 保証書」ち忘れずに大切に保管 

してく江ぃ。 ぉ願い- 

♦高温を湿、直射日光の当たる場所には、巧管 
しないで < ださし、。 

謂び出たり、樹脂卽品びをおずる原因になり 
ます。 

参油タンクはな油を巧き、本体にセットして巧 
管してください。 


♦灯油は、变質を防ぐため、型シーズンに持ち越さ 
ない(使いをる）よラにしてください。 

♦取りはずした乾董池は、表示してある使用推奨期 
限内は電池能力びのこっていれば他の製品に使用 
でさますので、再利用されることをおすすめしま 
す。 


圃廃棄するとさ 

面;I揉誓]の1〜6項を参照して、油タンク、油受けざら内の打油を抜き取り、電池ケースから乾電池を取りはずして廃棄してください。 


圆仕様 


^型式の呼び 

RC - D 329 ET 

外形寸法 
(置台を含む） 

高さ 

4己4.己 mm 

種 類 

自然通気お開放式石油ストーブ 

幅 

562mm 

しん式•放射お 

奥行 

279mm 

点火方式 

電池点火〔単二形乾電池4個 • 別売] 

しん 

種 類 

普通茵しん 

使用燃料 

灯油 （ JIS 1 号） 

トヨ耐熱しん第20種 

最大燃料消費量 

3.22kW(0.313L/h) 

呼び 

寸法 

内径 

85mm 

暖房出力 

3.22kW 

厚さ 

2.5mm 

油タンク容 M 

4.日し 

贩上量 

2日日％ 

燃焼継続時間 

約 12.8 時間 

ま全装置 

巧惡曰動消火装置（しん降下式） 

給油時消义装置 . 

し 質量 

約 10. Ok 旨 


a 










お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

RC - D 329 ET 

お買いホめ年月日 

年 

巧 

曰 

お買いホめ店名 

V 


(電話番号 ）（ 

) 

— 

_ / 


株式会社 1-31-5 

本社 干467-08巳已 

名ち屋市瑞穂区桃園町巳番17号 
フ U — コール 0 ] 20-] 04-1 已 4 
TEL の己2〉822- 1 144 
FAX く〇已2〉 822-2742 








